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熊野の旅 街中の川 高城川   

 紀伊半島というところは日本地図でもどでかく載るくらいのもので、大陸ならまだ

しも、細い日本列島ではこれが半島かしら…と思うような広さです。 
 そのくせに左側の付け根に紀ノ川が流れ、ど真ん中に熊野川が流れては居ますが、

面積が大きくて、雨が多い割りにまともな川が少ないところです。 
 それと言うのも海のすぐそばまで昔の教科書では紀伊山脈と書かれていた『紀伊山

地』が迫っているからです。 
 その、ひだ一つ一つに小さな川が出来、まっすぐ海に向かうからです。 
 そうした谷川が平地に入る辺りで合流しようにも平地がほとんど無いのです。 

 
 熊野市の中心部木本も山が海に落ち込むところにほんの少し出来た平地に人間が

住みついたものです。 
 浜があって、人家もある道が 5 本ほどあってその後ろはもう山です。 
 宅地造成も出来ないような急峻な山ですから、緑はきちんと保たれています。 
 海から山まで 500ｍも無いくらいです、 
 この山の木々と太平洋のおかげで、南方なのに夏が結構涼しいのです。 
 冬は目の前の黒潮が湯たんぽ代わりになり、後ろの山が屏風になるので暖かいので

す。 

 
 写真の排水路のようなものは、れっきとした『川』なのです。 
 名前も『高城川』（こじょがわ）と言う立派なものが付いています。 
 水源地は後ろに写っている山ですからすぐそばです。 

 
 明治に入るまでは、この小さな川も暴れ川で困ったものだったそうです。 
 熊野市駅と木本側を分断するように山の尾根が降りてきております。 
 今ではきれいさっぱり取り除かれていますが、それがつながっていたので、私の家

がある方向に向かってまっすぐ海に出ていたそうです。 



 川が小さいので、押し寄せる七里御浜の砂利を押しのけて水をはかす力も無く、木

本の山際にあった貴重な田んぼを水浸しにしたそうです。 
 それを『森本佐兵衛』と言う人が私財をはたいて岩山にトンネルをうがって井戸川

に合流させたのだそうです。 
 私が子供のころには、そのトンネルが残されていましたね。 
 石油屋さんの貯蔵庫に用になっていたのですが、反対側は昔の保健所の脇に出てい

たように思います。 
 この排水路に関する記憶はもう人々の記憶からは消えてしまったようです。 
 これほどの善行も割合と早く忘れられてしまうのですね。 
カメラは  オリンパス・ワイド 
Tags:熊野市 七里御浜 モノクロ          by je2luz | 2009-04-11 11:25 

 

 

 

 

2009 年  04 月  12 日  

熊野の旅 街中の川 井戸川 亀齢橋  

 熊野の中心部では「井戸川」が一番大きな川です。 
 熊野市駅のすぐ脇を流れてまっすぐ海に出てゆきます。 
 熊野市駅を新宮に向かって出発し、すぐに渡る鉄橋の下が「井戸川」です。 
 鉄橋のすぐ下流に道路用の橋が見えます。 
 この橋は『亀齢橋』と呼ばれます。 
 架け替えられてしまいましたが、この橋は水門つきの石とレンガで出来たものでし

た。 
 最初の亀齢橋は昨日の『高城川』の回収を行った『森本佐兵衛』さんが掛けたのだ

そうです。 
 最初は木造だったようですが、明治の末に石造りに作り直されたようです。 
 私が知っている古い亀齢橋は石とレンガで作られて、水門の付いた格好良い物でし

た。今のものは、何の変哲も無い普通の橋ですけどね。 

 
 この井戸川も、すぐ奥に見える山が水源地です。 
 「瀬戸」と「大馬・おおま」の二つの谷から出てくる水を集めたものです。 
 水源まではものすごく近いですが、多雨地帯で山は完全に緑に覆われていますから

水が切れると言うことはありません。 
 日本でも、このくらいの川だと、シーズンによっては水無川になっているものが結

構見かけられます。 
 しかし、私たちは川に水が無いなんて考えられないのです。 
 人口が少ないこともあり、近代上水道が出来るようになってからは水には大困りす

ることはありません。 

 
 水源が近いと言うことは、増水する速度も速いです。 



 太平洋から湧き上がった大量の湿気を含んだ雲が山にぶつかって叩きつけつ様な

雨が降ると、井戸川は一杯になってあふれることもあります。 
 今は河口がトンネル状の排水路、『カルバート』になっていますから、スムーズに

はけるのですが、以前は砂利によって河口が閉塞状態になり出て行きにくいのである

れることがざらでした。 
 塩水も高潮の時には逆流して、井戸の田んぼを枯らしたものです。 
 今ではその田んぼも埋め立てられて宅地化していますし、カルバートも出来ている

し…随分改良されています。 

 
 こうして改良される前の井戸川河口、亀齢橋の下には小さな汽水湖のようなものが

あり、真水のうぐいと海水のボラやキスが一緒に泳いでいるのが見えたものです。 
 そして、泥を掘るとシジミが… 
 とうの昔に忘れられた光景なんですけどねえ… 
 更にその前の、私も知らない松原の町光景…いかがわしい店が並んでいたなんての

を知っている人は８０歳を越えてきているのでしょうね。 

 
カメラは    ツァイス・イコフレックス IIa 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ         by je2luz | 2009-04-12 11:17 



2009 年  04 月  13 日  

熊野の旅 街中の川 西郷川 １ 木本高校  

 街中を流れる川の三本目は『西郷川・にしごがわ』です。ふりがなを振らないと地

元流には読めないものです。 
 この川は『松本峠』と越えて木本に入り、まっすぐ『木本神社』方向に向かうとす

ぐに渡る『笛吹橋』の下を流れる細い川です。 
 大都会並みの掘割り状に高い護岸の中、民家の裏すれすれに流れています。 
 河口は鬼ヶ城の東口のところに出ていますが、普段は砂利で河口が閉塞しています。 
 土気の無い砂利なので閉塞していても水は海にはけてゆきます。 
 『熊野古道』を歩く人、『鬼ヶ城』を散策する人の目にはちらりと触れるのでっす

が、そこに川があったことも印象に残らないような川ですね。 

 
 この川を５００m ほどさかのぼると『三重県立木本高等学校』の脇に出ます。 
 木本高校の生徒たちは左手にこの川を見ながら毎日通学するのです。 
 三年間、往復で１０００回を越してこの川岸を通学します。 
 青春物のドラマなどでは通学路の土手で色んな出来事があり、土手に座って話し込

むなんて設定が多いですが、残念ながら『西郷川』の通学路ではとてもそんなことは

起きません。 

 
 この左手が『木本高校』ですし、はるか向こうに見えている紀勢本線の鉄橋のとこ

ろで町とは分断されているで通学路は川岸の道一本です。 
 つまり、通学した日数と校外に出た回数の二倍はこの川岸を通るのです。 
 でも、思い出には残らないかわいそうな川です。 
 木本育ちの子だと、高校のの反対側に『木本保育所』があるのでさらに多くの回数



この川を目にするのですけどねえ・・・ 

 
 この川は木本高校を通り過ぎるまでは落差があまりありません。 
 従って、台風の時などには水がはけにくく、溢れることがあります。 
 あふれた水は高校の敷地を遊水地として広がります。 
 元は田んぼだった場所ですから、学校敷地にはしよかったのですが、水には強くな

いのです。 
 敷地内には寄宿舎もあり、孤立した経験のある人も居るようです。 
 近年は少し改善されてめったに無いようですけどね。 

  
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ          by je2luz | 2009-04-13 11:01 |  

 

 

 

 

2009 年  04 月  14 日  

熊野の旅 街中の川 西郷川 2  

 この川の源流も木本の町から見えるすぐ裏山です。 
 旧国道の『評議峠・ひょうげ』の南斜面に降った雨が流れ下る谷です。 
 水受け面積もものすごく小さなものですが、かつてはこの谷を水源とした『木本上

水道』が木本全体を養ってきたのです。 

 

 木本高校の脇を過ぎるまで平らだった川は、その先から急斜面に入ります。 
 道も車はセカンドに入れないと登れないほどの急なものになり、両脇の山が迫って

きます。 
 上り坂に掛かってから 500ｍも行かないうちに民家が無くなり道もなくなります。 



 川も川ではなくなり岩の間を流れる清水程度になってしまいます。 

 
 『高城川こじょがわ』も同じようにすぐに山に入ってきれいな谷川に変わりますが、

この『西郷川・にしごがわ』の方がムード的にはすごく山奥に分け入ったような感じ

になります。 
 川の源流部に行くなんてのは、ハイキングを通り越して沢登りの世界のはずですが、

この川だと町からすぐなのです。 
 ハイヒールでは無理としても、革靴のままで行ける場所です。 

 
 『熊野古道・松本峠』の木本側出口から木本高校方向に向かって進み、1Km ほど

でこの場所木たどり着きます。 
 道も、木本高校まで間違わなければあとはその道を道なりに進めば間違いなく行き

止まりまで行けるはずです。 
 何も無いけど静かな山奥の谷間を味わえます。 
 木立ときれいな水と静けさ・・・ 
 ほっとする空間です。 

 

 実はこの辺りと横の浄水場には、昔、よく来たのです。 
 高校時代、嫌な授業を抜け出して、弁当を持ってサボりにきたのです。 
 教室からでも片道１０分ほどですからね。 
 人目につかずのんびりと… 
 ただ… 



 時代が時代なので一緒に抜け出すのが男連中でしたね。 
 誘いたい娘は居ましたが声も掛けられず… 
  もし、そのときに声を掛けていたら、この風景の思いでもうんと変わっていたで

しょうね。 

 
カメラは    フジ GS645S 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ            by je2luz | 2009-04-14 11:09  

 

 

 

 

2009 年  04 月  15 日  

熊野の旅 街中の川 西郷川 3 木本上水道  

 木本にとってこの『西郷川・にしごがわ』はここに人が住み始めた頃からお世話に

なった川です。 
 この川に水を当てにして人が住み付き、きれいな水を確保するために、この川のそ

ばに井戸を掘り…そしてそこを『親井戸・おやいど』と呼びました。今の『親地町・

おやぢまち』です。 
 どう言う訳か『おやいど』と言う呼び方を地元の住民の人たちが嫌って、いまでは

その呼び方をすることはほとんどなくなりました。 

 
 『西郷川』の上流、民家の切れたところに『木本浄水場』があります。 
 今では浄化給水を止めていますが、まだ、沈殿池などが残されています。 

 

 この浄水場は昭和１１年１１月に完成、給水を開始したものです。 
 江戸時代から木の筒を使って山水を町に供給したり、明治に入ると土管を使った水



道を建設したり…と、飲み水に苦労してきた木本は、まだ全国の上水道普及率が

31.5％と言う時代に完全な上水道開設に踏み切ったのです。 

 
 『西郷川』の表流水をほぼ全部引き込み、沈殿・ろ過・滅菌して送り出しました。 
 給水は本管が鋳鉄管、引き込み配管は鉛管です。 
 加圧は自然流下方式をとっています。この川が急斜面を流下しているので町のすぐ

そばでも落差を稼げたからです。 

 
 計画書では給水範囲を『木本町および有井村一円とし、その推定人口 11.100 人と

す』とあります。 
 しかし、実際の給水は旧木本町の範囲と有井村では松原地区だけになっています。 
 この当初計画では、今のようにふんだんに水を垂れ流す生活様式は想定されていま

せん。 
 給水計画でも一人当たり 3 立方尺・83.4 リットルになっています。 
 人口予測は時代の趨勢からして当然増加を見込んでいます。 
 二十年後・・・昭和３０年ごろに 13.523 人としています。 
 今流の計画書とは違い、カタカナ書きで表やグラフは使われていないもので非常に

読みにくいです。 
 原本は毛筆書き、旧漢字の達筆のものでしょうから私では読めないかもしれません。 

 
 木本町内にはいまだに『鉛管』による。敷地内配管が生き残っている家があるはず

です。 
 我が家の本家も先年取り壊すまで一部は鉛管のままでした。 
 いまでは『鉛』は有毒重金属ですから『鉛管』の水道は許されないのですけど、家

を壊さないと取り替えようの無いものですし、鉛管は曲げなどにも強いので７０年の

時を越えても生き残っているようです。 
 はたして今の塩ビ配管はどこまで持つのでしょうね。 
 水道の配管工を『鉛管工』と呼んだ言葉も死語になったのでしょうね。 

 
 こそ写真を一枚撮ったところでフィルムがなくなったので、又、後日撮り直した時

に続き、余談を書きます。 
 熊野市水道部の作った５０年記念誌が手元にあり、こんなものの中には興味を引く

部分もあります。 
 消えてしまう歴史の部分ですけどね。 
カメラは     フジ GS645S        by je2luz | 2009-04-15 10:46  



2009 年  04 月  16 日  

熊野の旅 この週末は 『美し国おこし・三重』  

 この週末からは何だか分かりにくいですが、『美し国おこし・三重』とやらが始ま

るのだそうです。 
 『美し国』は「うましくに」と読ませます。 
 これは三重県の企画です。 
 何だか分かったようなわからないような施策で、基本計画も県議会からの異論とか

で途中で変更なったとか言われるものです。 
 今年２００９年から６年間も続く壮大な計画らしいです。 
 この『『美し国』と言うキャッチフレーズは少し前から三重県がやたらと使ってい

るものなんですが、これをかぶせて色んなことをやろうと言うことのようです。 
 「ふるさと納税」の所でも使っているようです。 

 
 と言うことで、とりあえずこの週末には『『美し国おこし・三重 オープニング・

セレモニー』が行われるようです。 
 それに便乗して？協賛して？ここでもささやかなイベントが開かれます。 
 『餅つき』だそうです。 
 それに合わせて今は本町筋に『行灯』が飾られています。 
 餅つきの方は６０Ｋｇのもち米をつくのだそうです。 
 まあまあの量です。 
 このもち米を１８日について、行灯を飾るのに協力してくれた家に配り、残りは本

町三丁目の『熊野市商工会議所』あたりで、集まった人たちに配るのだそうです。 
 セレモニーとしての持ちつきは午前１０時からで、それに合わせて木本高校の吹奏

楽部が演奏するそうです。 
 そのあとで普通なら『餅まき』になるところなんですが、今回は当初の計画を変更

して、『餅の手渡し』にしたのだそうです。 
 『美し国おこし・三重』の中味の一部は地域の文化がどうのこうのというものらし

いですが、「餅まき文化」は中止のようです。 

 
 運良く？その時間以降に熊野古道歩きで木本町に入ったら、人だかりのしていると

ころを覗いてみてください、 
 若い「ミス○○」なんてのは居ないと思いますが、地元のおじちゃんおばちゃんが

お餅を手渡してくれるはずです。 
 次の週なら「ぜんざい」があるはずなのですが、今週は三重県提供のもち米代でボ

ランティアが作ったおいしい餅がいただけます。 
 『餅まき』は絵になりますが、餅配りでは… 



 
 かくかように、今週末以降６年間は三重県各地で『美し国おこし・三重』と言う冠

イベントが行われますからご期待ください。 
 こんなに長く続くと、受け皿のほうが疲れちゃうかもしれませんから、早めに参加

されたほうが良いと思います。 

 
カメラは    フジ GS645S 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ          by je2luz | 2009-04-16 11:19 

 

 

 

 

2009 年  04 月  17 日  

熊野の旅 鰯が大きくなった  

 春先に小さかった鰯の類も随分大きくなって店頭に並びだしました。 
 大きくなったと言っても、東京の魚屋で見かける大きな鰯に比べると可愛いもので

す。 
 鰯のくせに 15ｃｍもあろうかなんてものはこの辺では好まれません。およそ『い

わし』は小魚の代表です。『鯖』でもあるまいにあんなに大きくては… 
 大きくなっても身は中途半端に柔らかだし、大きくなると、今式に言うと『メタボ』

になって骨の周りにも脂が巻いているし… 
 『いわし』は大体骨ごと食べられるから栄養があるものです。 

 
 今の時期に並びだした『うるめ』は少し大きくて丸焼きにして頭からかじるには少

し骨っぽいようになって来ました。 
 しかし、この身の丈３寸を越える位になると、違う食べ方に変わるのです。 



 開いて骨を抜き、酢で絞めて『寿司』にするのです。 
 『マイワシ』なども寿司にしますが、普通の鰯はこの過程で表面の光っている薄皮

がめくれてきて、少しばかり惨めな姿になります。 
 その点、『うるめ』は綺麗なままできらきら光った寿司に仕上がります。匂いも少

ないですから好き嫌いも少ないですね。 
 しかし、近年ではこうした寿司を作る人が減ってしまいました。 

 
 「アジ」「うるめ」「いわし」「キス」「かます」「さんま」…片っ端から開いて骨を

とり、酢で絞めて、寿司飯の上に載せて食べる… 
 だから、どこの家にでも寿司飯を混ぜる『半切り』はあり、寿司用の竹で作った『す』

が大小揃っていたものです。 
 大きいのは『のり巻き』『こぶの寿司』…小さいのは小魚の寿司の形を整えるため

でした。 
 正月にはじまり遠足は『あげの寿司』と『のり巻き』…運動会の重箱にも寿司…ま

つりに花火に葬式に建前に…それでも飽き足らずに日常でも、『今日のうるめは新し

かったから…』『初物のキスゴがあったので…』などと言う口実ですしを作ったのが

この辺の昔の料理好きでした。 
 一見面倒そうですが、慣れちゃえば簡単に準備が出来て、仕込んで置けるし、おか

ずも他にいらないし…結構便利な夕食のご馳走だったのでしょうね。 

 
 昨日もスーパーの鮮魚売り場で大ぶりのうるめのパック入りを手にとって、悩んで

いるおばちゃんを見かけたので・・・ 
 『寿司でもするかえ？』 と冷やかしました。 
 『寿司したいけど、こんなに一杯作ってものう…』 
 『電話してくれたら貰いに行くでえ…』 
 『食べてもらうほど上手にようせんしのう…』 
 『くれるんやったら、何でもうまいで…』 
 と、冗談を言って笑いました。 
 私も、もう何十年も『うるめの寿司』は食べていませんね。 
 寿司屋では江戸前風なのが食べられますが、地元風の『うるめの寿司』とかは別物

ですからねえ… 

 
 こうした『郷土料理』と言うやつは、『郷土料理を食べさせる店』などで出される

ときには、『似て非なるもの』になっているのですよね。 
 これは全国何所でも同じですね。 
 田舎の人がよその人と話す時に『変な標準語』を使おうとするのと同じで、料理も

『よそ行き』にしちゃって『変な郷土料理』になるようです。 
 変な風に工夫すると表彰状がもらえたりしますしね。 

 
 と、言いつつ… 
 我が家でも、本来の木本の寿司とかを作れたのは私の祖母が最後でした。 
 私はそれを受け継いでいませんから駄目ですね。舌と目が覚えているだけです。 



 
 だれか『うまいうるめの寿司』でもくれませんかね？ 
 できれば自転車で貰いにに行ける範囲で・・・ 

 

 先日、浜で『ひじき』を干しているのを見かけました。 
 ここの浜ではひじきを干しているなんてほとんど見ません。ひじきを採る磯が無い

ですからね。 
 昔は『天草・てんぐさ』を干す風景は見られたものですが・・・ 
 波打ち際近くの打ち上げられたゴミの列が赤く見あるほど『天草』が流れ着いたも

のなのですが、伊勢湾台風の頃からの磯焼けのせいでしょうか、今ではあまり流れ着

いていませんね。 
カメラは    ウエラ III・東ドイツツァイス 
Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ             by je2luz | 2009-04-17 11:53  

 

 

 

 

 

 

 

2009 年  04 月  18 日  

熊野の旅 美し国おこし三重 0  

 『美し国三重』のオープニングセレモニー関連のイベントの取材で出かけていまし

た。 
 餡餅を一個振舞ってもらってきました。 
 疲れたので、本日の記事はお休みです。 
 写真は持ちつき以上にメインだった『三重県立木本高等学校・吹奏楽部』の演奏光

景です。 



 

 
Tags:熊野古道 石畳             by je2luz | 2009-04-18 12:06 

 

 

 

 

2009 年  04 月  19 日  

熊野の旅 美し国おこし・三重 1  

 昨日、写真を撮りに行ってきた本町通りの餅つき大会みたいなものの正式名称は… 
 『美し国おこし・三重』のオープニングを祝うイベント  だそうです。 

 
 パンフレットとティッシュとペットボトルのお茶と餡餅が配られていました。 

  
 『美し国』は『うましくに』と読ませますから、辞書登録しました。 
 これから何年間（６年）もやるような企画らしいので、辞書登録しないと変換で出

てこない単語は不便ですからね。 

 
 何だかよく分からないキャッチフレーズなので、パンフレットを持って帰りました。 
 「オープニング手帳」と言うもの、「あむあむ」と言う新聞状のものと協賛企業・

ビール会社のパンフレットの三種類でした。 

 
 「オープニング手帳」 美し国おこし・三重実行委員会が発行したようです。 
 手帳と言っても細かく折りたたんだ一枚のパンフレットでした。 
 それによると・・・ 

 



  目的 「文化力」を生かした自立・持続可能な地域づくり 
  テーマ めぐる つなぐ はぐくむ 常若の三重 
  柱 1.自発的な地域づくりグループへの支援 
     2.自立性・持続性を高めるしくみづくり 
     3.新たなイベントスタイルによっる地域力「の結集と成果の情報発信 
  構成 1.地域での美し国おこし 
      2.テーマに基づき全県的に取り組む美し国おこし 
      3.節目に行う効果的な情報発信の取組 
  エリア 三重県全域（29 市町）および県外関連箇所 
  期間 ２００９年（平成２０年）～２０１４年（平成２６年）までの６年間にわ

たり段階的・継続的に実施 

 
 と言うことらしいです。 
 やっぱり分かりません。 
 分からないところが良いのでしょう。 
 お眼鏡にかなえば、なんでも助成できるシステムのようです。 
 年間３５０回ほどの講演会が予定されているようです。 
 座談会や活動はプロデューサーとか言う人がサポートしてくれるようです。 

 
 サポートメニューは・・・ 
  人材・グループの育成 
  専門家の派遣 
  広報・誘客支援 
  ネットワーク化支援 
  財政的支援 

 
 だ、そうです。 
 立派なものです。 
 …で、やっぱり見えてきません。 

 
 まあ、一匹狼の私には縁の無い話ですが、文化活動の好きな方はぜひ参加してみて

ください。 
 サークルを持っている方は「パートナーグループ登録」とやらをしてみても損は無

いかもしれません。 
 サポートメニューの中でも特筆してあるメニューが「財政的支援」ですからね。 
 これを目的で集まる「文化サークル」もあるでしょう。 
 なんとも、紹介のしにくい広大な施策なのですが、昨日は全県的にイベントをやっ

たのかと思います。 

 
 ここ熊野市では木本町の自治会などが協力したようです。 
 餅つきと餅配りと花を添える「三重県立・木本高等学校・吹奏楽部」の演奏でした。 
 主催者・出演者と同じくらいの見物人が集まってくれていました。 



 
この吹奏楽部は結構実力があるようで、県でも指折りのものらしいです。 
 部員のほとんどが女の子で大きな管楽器も女の子が担当しています。 
 むつけき野郎どもの集団よりは、私的には好みですが・・・ 

 

 

  カメラは   ニコマート EL＋シグマワイドズーム＋TRI-X 
Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ            by je2luz | 2009-04-19 09:52  

 

 

 

 

2009 年  04 月  20 日  

熊野の旅 美し国おこし・三重 2  

 



 昨日は『美し国おこし・三重』のオープニングだとか… 
 全県各所でオープニングのイベントがあったのかと思いますが、もう一つ盛り上が

らなかったのか、マスコミ受けが悪かったのか… 

 
 朝日新聞の三重県版や夕方のニュースなどではほとんど触れられませんでした。 
 『こんなのあったよ…』と言う絵などは私のブログ同様確保は出来ますが、『それ

がどうした！？』といわれると、これまた私同様、企画がでかすぎて何ともまとめよ

うが無い…と言うことだったのかもしれません。 
 『県』が本腰を入れた割りに…前日の夕方の防災無線での広報活動もあった割りに

…少なくとも熊野市では市民にはほとんど認知されていないようでした。 

 
 写真方々は「木本高校吹奏楽部」の演奏を、真正面の特等席に並べられた縁台に腰

掛けて聞いておられる地元のおばあさん方です。 
 指揮をしているリーダーの背中から 5ｍほどの『かぶりつき』です。 
 前を邪魔をするのは私のようにカメラを持ったずうずうしい人間だけです。 
 新聞社三社ほどとテレビが二社だったでしょうかね・・・ 
 アマチュアカメラマンは皆さんズームで遠くから撮る、今流のスタイルばかりです

から、本当の特等席です。 
 にしても、後ろにも人が居ない… 
 昔、この人たちが若かった頃には賑やかだった木本町三丁目…吹奏楽部が演奏して

いる『熊野市商工会議所』の場所には銀行かあったはずです。 
 おばあさん方の後ろのガラス戸の家などもお店屋さんだったのです。 
 何だかおばあさんたちに似合うような町並みになってしまっています。 
 一番手前のおばあちゃんは９０歳だとか・・・ 
 この人一代位も繁栄は続かなかったようです。 
 だからこそ、『美し国おこし・三重』なんて施策をやってくれるのでしょうね。 
 『世界遺産』にも指定してくれて、足元は『石畳』にしてくれましたしね。 

 
 で… 
 まとめる力が無いので、県のパンフレットの受け売りです・・・ 



 「子供たちに自然体験を」 
   豊かな自然をいかせないかなあ… 
    子供たちの成長が嬉しく、大勢の仲間もできて毎日が楽しくなった！ 

 
  「食の安全・安心」 
   地元のものを食べたいなあ… 
    顔の見える「地産地消」で安心、同時に買い物して地域の福祉に役立つと住

民に大好評！ 

 
  「山村の生活を守ろう」 
   路線バスがなくなっちゃったどうしよう… 
    最初からできないと、決め付けないことが大事だなあ 

 
  「捨てる資源を有効活用」 
   ゴミにするのはもったいないなあ… 
    次は、間伐材の有効活用に取り組んでみよう！ 

 
  「伝統に新しい息吹を」 
   後継者がほしいなあ… 
    伝統の灯を消さないでやってきて、良かったよ。 

 
 と言うようなのが、柱のようです。 
 そして… 
 「あなたもパートナーグループになって、はじめよう！」 
 と、大きく書いてあります。 
 どうですか？ 
 この際、三重県へ…熊野市へ…移住してきてこんなに素敵そうな活動に参加されて

は… 
 カメラは  ニコマート EL＋シグマワイドズーム＋TRI-X 
Tags:熊野市 石畳 モノクロ       by je2luz | 2009-04-20 09:45 

 

 

 

 



2009 年  04 月  21 日  

熊野の旅 美し国おこし・三重 ３ 餅つき  

 

 世話役の名物雑貨屋『丸田さん』の挨拶でイベントがスタートしました。 
 もっとも、表向きにはここからですが、『餅つき』がメインですから、前の日のも

ち米洗いから、当日早くからの振る舞い用の餅握りなどがあるので、随分早くから始

まってはいたのです。 
 イベント用の『臼と杵』による手搗きは二臼とかですが、機械では休まずに搗き続

けていました。 
 脇では年配の人には懐かしい、『蒸籠・せいろ』によって、もち米がどんどん蒸し

上げられていました。 

 



 こうした『木の蒸籠』などと言うものも、この辺のようにやたらと餅を搗くところ

ではどこの家にもあったのです。 
 そして、こうした蒸籠で大量の米を蒸し上げるのは普通のガスコンロや石油コンロ

ではうまくないのです。 
 台所の『くんど・かまど』が新生活運動で壊されていった時からは、鋳物で出来た

簡易の「外くんど」が普及したのです。 
 そして、庭で薪を焚いてもち米を蒸し、家中総出で餅を搗いたものです。 
 それが『餅つき機』などという何もかも自動でやってくれる機械が出てきて、思い

立ったら奥さんだけでちょこっとの餅でも作れるようになりましたね。 
 最初の頃には、『便利になって』それこそ年中餅を搗く家もあったようですが、そ

の分、餅にも飽きちゃったようです。 
 かくして、一杯売れた『餅つき機』もまさに『お蔵入り』しちゃった家が多いよう

です。 
 まして、『臼』だとか『杵』なんてのは『民族資料館』だとか『郷土資料館』なん

てところに行かないとお目にかかれなくなっていますね。 
 こうした文化は消えてゆくものですね。今じゃあ、街中で見かけるのは、保育所と

かこうしたイベントとかで行う行事ですね。 
 この日も、本格的に杵を振るったのはお年寄りの方々でした。 
 高校生や一般の人のはまさに余興と言うもので、手つきも腰つきも… 

 
 カメラはニコマート EL＋シグマワイドズーム＋TRI-X by je2luz | 2009-04-21 11:16 

 


